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◆ 著 書 
1)  Ogawa R, Kagiya G, Watanabe A, Morii A, Cui ZG, Kondo T. Manmmalian Synthetic Promoters. Gould D, editor. Humana 
Press; 2017. PartⅢ-14, A simple method for constructing artificial promoters activated in response to ultrasound stimulation; p. 
187-203. 
2)  北村 寛．今日の治療指針 私はこう治療している TODAY’S THERAPY 2017．福井次矢，高木 誠，小室一成総
編集．東京：医学書院；2017 Jan．導尿法，膀胱穿刺法，膀胱瘻造設術；p. 1108． 
3)  北村 寛．膀胱癌診療最前線．堀江重郎，山口雷藏，武藤 智，米瀬淳二，納谷幸男，三木 淳編集．東京：メジ
カルビュー社；2017 Nov．骨盤内リンパ節郭清の意義；p. 164-71． 
 
◆ 原 著 
1)  Inoue R, Hirohashi Y, Kitamura H, Nishida S, Murai A, Takaya A, Yamamoto E, Tanaka T, Kubo T, Nakatsugawa M, Kanaseki 
T, Tsukahara T, Sato N, Masumori N, Torigoe T. GRIK2 has a role in the maintenance of urothelial carcinoma stem-like cells, 
and its expression is associated with poorer prognosis. Oncotarget. 2017 Apr 25; 8(17): 28826-39. 
2)  Tomita Y, Fukasawa S, Shinohara N, Kitamura H, Oya M, Eto M, Tanabe K, Kimura G, Yonese J, Yao M, Motzer RJ, Uemura 
H, McHenry MB, Berghorn E, Ozono S. Nivolumab versus Everolimus in advanced renal cell carcinoma: Japanese subgroup 
analysis from the CheckMate 025 study. Jpn J Clin Oncol. 2017; 47(7): 639-46． 






1)  Okumura A, Komiya A, Kitamura H. Retrograde balloon dilatation for the management of upper-pole ureteropelvic junction 
obstruction in an incomplete duplicated collecting system. Jpn J Endourol. 2017; 30: 107-10. 
2)  岡田 学，前鼻健志，田中俊明，北村 寛，舛森直哉．交叉性異所性融合腎に発生した腎細胞癌に対して腎部分切
除術を施行した 1 例．泌尿紀要．2017；63(1)：15-20． 
 
◆ 総 説 
1)  北村 寛．泌尿器がん薬物療法における PK・PD と薬物相互反応．臨泌．2017；71(1)：5-13． 
2)  Fang D, Kitamura H. Cancer stem cells and epithelial-mesenchymal transition in urothelial carcinoma: Possible pathways and 
potential therapeutic approaches. Int J Urol. 2017. in press. DOI: 10.1111/iju.13404. 
3)  柴森康介，北村 寛．泌尿器科検査パーフェクトガイド Part II 疾患別：実施すべき検査と典型所見 10 腫瘍 膀胱
癌．臨泌．2017；71(4 増)：289-92． 
4)  北村 寛．腎癌の治療 手術療法 術後合併症とその対策．日本臨牀．2017；75(増 6)：269-72． 
5)  北村 寛．膀胱がんの治療 手術療法 尿路変向術 新膀胱（Studer 法）．日本臨牀．2017；75(増 7)：235-8． 




1)  Kitamura H. Neoadjuvant and Adjuvant Treatment for Bladder Cancer‐Indication, Implication, Importance. Advancements in 
Urology, an AUA/JUA Symposium; 2017 Jan 12; San Diego. 
2)  北村 寛．泌尿器科医の目線からみた泌尿器科領域における腫瘍免疫のパラダイムシフト．第 6 回日本泌尿器病理
研究会；2017 Feb 18；東京． 
3)  飯田裕朗，柴森康介，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛，西田直徳．排尿障害を契機に発見された若年横
紋筋肉腫の 1 例．第 455 回日本泌尿器科学会北陸地方会；2017 Mar 4；金沢． 
4)  林 哲章，菱川裕一朗，池端良紀，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．腎部分切除後に腹膜播
種を来した 1 例．第 138 回富山県泌尿器医会；2017 Apr 13；富山． 
5)  北村 寛．上部尿路上皮癌に対する薬物療法．第 105 回日本泌尿器科学会総会；2017 Apr 21；鹿児島． 
6)  北村 寛．多忙な泌尿器科医は PRO をどのように臨床応用すべきか．第 105 回日本泌尿器科学会総会；2017 Apr 21；
鹿児島． 
7)  柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．腎癌リンパ節転移を予測する因子についての検
討．第 105 回日本泌尿器科学会総会；2017 Apr 21；鹿児島． 
8)  北村 寛．高リスク筋層非浸潤性膀胱癌の治療戦略?癌死を回避する方法とは?．第 105 回日本泌尿器科学会総会；
2017 Apr 22；鹿児島． 
9)  北村 寛．臨床医に必要な臨床研究の知識とマインド．第 105 回日本泌尿器科学会総会；2017 Apr 22；鹿児島． 
10)  小宮 顕，加藤智規，桶川隆嗣，北村 寛．生検所見をもとにした CRPC の薬剤選択．第 105 回日本泌尿器科学会
総会；2017 Apr 22；鹿児島． 
11)  五十嵐淳平，栗田知典，西橋祐樹，川内葉子，柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．
高異型度筋層非浸潤性膀胱癌における形質細胞様樹状細胞浸潤が再発に及ぼす影響の検討．第 105 回日本泌尿器科
学会総会；2017 Apr 22；鹿児島． 
12)  多賀峰克，伊藤秀明，北村 寛，宮澤克人，溝上 敦，横山 修．北陸 3 県における腎癌動向．第 105 回日本泌尿
器科学会総会；2017 Apr 22；鹿児島． 
13)  渡部明彦，柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，藤内靖喜，北村 寛．当科における腎腫瘍に対する経皮的生検の臨床
的検討．第 105 回日本泌尿器科学会総会；2017 Apr 23；鹿児島． 
14)  池端良紀，林 哲章，菱川裕一朗，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．去勢抵抗性前立腺癌に
対するエストラムスチン併用ドセタキセルの治療成績．第 456 回日本泌尿器科学会北陸地方会；2017 Jun 3；金沢． 
15)  菱川裕一朗，林 哲章，池端良紀，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛，河合暦美，酒巻一平，
山本善裕．ノカルジアが起炎菌であった前立腺膿瘍の 1 例．第 456 回日本泌尿器科学会北陸地方会；2017 Jun 3；金
沢． 
16)  北村 寛．高齢者泌尿器癌治療におけるコントロバシー『化学療法／分子標的療法』．第 30 回日本老年泌尿器科学
会；2017 Jun 9；東京． 
17)  渡部明彦，林 哲章，菱川裕一朗，池端良紀，柴森康介，飯田裕朗，伊藤崇敏，藤内靖喜，水野一郎，北村 寛．
ジッパーによる陰茎包皮損傷の 1 例．第 27 回日本性機能学会中部総会；2017 Jun 17；西宮． 
18)  北村 寛．教育講演：泌尿器がんの薬物療法．第 15 回日本臨床腫瘍学会学術集会；2017 Jul 27；神戸． 
19)  飯田裕朗，柴森康介，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．当科における経直腸的前立腺生検施行時の予防
的抗菌剤投与の検討．第 26 回腎泌尿器科疾患予防医学研究会；2017 Jul 13；津． 
20)  菱川裕一朗，林 哲章，池端良紀，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．転移を伴った小径腎癌
の臨床的検討．第 457 回日本泌尿器科学会北陸地方会；2017 Sep 2；金沢． 
21)  池端良紀，林 哲章，菱川裕一朗，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．当科における転移性腎
癌に対する薬物療法の検討．第 21 回北陸腎泌尿器癌研究会；2017 Sep 2；金沢． 
22)  北村 寛．卒後教育プログラム：陰茎腫瘍・尿道腫瘍の診断と治療．第 82 回日本泌尿器科学会東部総会；2017 Sep 
17；東京． 
23)  渡部明彦，林 哲章，菱川裕一朗，池端良紀，飯田裕朗，伊藤崇敏，藤内靖喜，北村 寛，水野一郎．当科におけ
る後天性低ゴナドトロピン性性腺機能低下症の治療経験．日本性機能学会第 28 回学術総会；2017 Sep 22；東京． 
24)  Kitamura H. How to treat recurrent NMIBC after BCG. The 34th Korea-Japan Urological Congress; 2017 Sep 23; Gyeongju. 
25)  林 哲章，池端良紀，菱川裕一朗，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．血液透析患者に発生し
た腎細胞癌に対する腹腔鏡下根治的腎摘除術の検討．第 47 回富山県腎疾患・人工透析研究会；2017 Sep 24；富山． 
− 176 −
26)  北村 寛．転移性腎細胞癌における薬物治療戦略：薬物療法の Overview．第 5 回泌尿器画像診断・治療技術研究会；
2017 Sep 29；京都． 
27)  北村 寛．後腹膜腫瘍のマネジメント．日本泌尿器腫瘍学会第 3 回学術集会；2017 Oct 22；東京． 
28)  宮﨑 淳，西山博之，北村 寛，松山豪泰．日本，台湾，韓国における膀胱癌治療の現状に関する Web ベースアン
ケート調査結果．日本泌尿器腫瘍学会第 3 回学術集会；2017 Oct 22；東京． 
29)  池端良紀，林 哲章，菱川裕一朗，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．去勢抵抗性前立腺癌に
対するエストラムスチン併用ドセタキセルの治療成績．日本泌尿器腫瘍学会 第 3 回学術集会；2017 Oct 22；東京． 
30)  林 哲章，池端良紀，菱川裕一朗，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．ロボット支援腹腔鏡下
左腎部分切除術後に臀部コンパートメント症候群を発症した 1 例．第 31 回日本泌尿器内視鏡学会総会；2017 Nov 
17；徳島． 
31)  池端良紀，林 哲章，菱川裕一朗，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．尿管鏡検査後の無尿に
より発見され緊急手術を要した重度上部・下部尿管損傷の 1 例．第 31 回日本泌尿器内視鏡学会総会；2017 Nov 18；
徳島． 
32)  渡部明彦．シンポジウム 4 アンドロロジー診療の現状と未来．漢方とアンドロロジー～現状（いま）と未来（これ
から）～．第 67 回日本泌尿器科学会中部総会；2017 Nov 24；大阪． 
33)  菱川裕一朗，林 哲章，池端良紀，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．ニボルマブが有効であ
った転移性腎集合管癌の 1 例．第 67 回日本泌尿器科学会中部総会；2017 Nov 24；大阪． 
34)  北村 寛．低・中リスク筋層非浸潤性膀胱癌治療のアップデート．第 67 回日本泌尿器科学会中部総会；2017 Nov 25；
大阪． 
35)  北村 寛．筋層非浸潤性膀胱癌治療の問題点．第 67 回日本泌尿器科学会中部総会；2017 Nov 26；大阪． 
36)  渡部明彦，林 哲章，菱川裕一朗，池端良紀，飯田裕朗，伊藤崇敏，藤内靖喜，北村 寛．メンズヘルス外来受診
を契機に発見された脳脊髄疾患の 2 例．第 67 回日本泌尿器科学会中部総会；2017 Nov 25；大阪． 
37)  北村 寛．ロボット外科の現況と未来．平成 29 年度日本生体医工学会北陸支部会；2017 Dec 2；富山． 
38)  林 哲章，菱川裕一朗，池端良紀，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛，頭川峰志，長田龍介．
左腎部分切除術後にコンパートメント症候群を発症し，緊急減張切開を要した 1 例．第 2 回富山腎泌尿器疾患研究
会；2017 Dec 2；富山． 
39)  林 哲章，菱川裕一朗，池端良紀，飯田裕朗，伊藤崇敏，渡部明彦，藤内靖喜，北村 寛．ロボット支援腹腔鏡下
左腎部分切除術後に臀部コンパートメント症候群を発症した 1 例．第 458 回日本泌尿器科学会北陸地方会；2017 Dec 
3；金沢． 
40)  池端良紀，進藤哲哉，橋本浩平，加藤隆一，田口圭介，立木 仁，堀田 裕，広瀬崇興，柳瀬雅裕，井上隆太，伊
藤直樹，高橋 敦，松川雅則，堀田浩貴，國島康晴，執行雅紀，田中俊明，北村 寛，舛森直哉．デュタステリド
内服症例における前立腺癌検出に関する多施設共同後ろ向き研究．第 33 回前立腺シンポジウム；2017 Dec 10；東京． 
 
◆ その他 
1)  北村 寛．泌尿器癌の治療開発－from bench to bed－．第 11 回 Kobe Urological Research Forum；2017 Jan 21；神戸． 
2)  北村 寛．転移性腎がん治療における免疫チェックポイント阻害薬の可能性．RCC Immuno-Oncology Conference in 
Tama；2017 Feb 2；立川． 
3)  北村 寛．CRPC 治療における化学療法の役割?何をどのタイミングで使うか？．第 7 回愛知泌尿器金鯱セミナー；
2017 Feb 3；名古屋． 
4)  北村 寛．膀胱癌治療 up to date．第 5 回東海泌尿器病理勉強会；2017 Feb 4；名古屋． 
5)  渡部明彦．「前立腺がん手術の最前線～ここまできた低侵襲手術」．富山大学附属病院市民公開講座－前立腺がんの
診断と治療・最前線－．富山国際会議場大手町フォーラム；2017 Feb 5；富山． 
6)  北村 寛．転移性腎癌に対する分子標的療法?「これまで」と「これから」?．茨城泌尿器科 QOL 研究会；2017 Feb 10；
つくば． 
7)  Kitamura H. Systemic therapy for metastatic urothelial cancer: current status and future perspectives in Japan. The 32nd 
Nagoya International Cancer Treatment Symposium; 2017 Feb 12; Nagoya. 
8)  北村 寛．転移性腎がん治療における免疫チェックポイント阻害薬の可能性．Immuno-Oncology Seminar for Renal Cell 
Carcinoma in IWATE；2017 Feb 24；盛岡． 
9)  北村 寛．がん免疫療法の理論と実践．第 3 回癌免疫療法リサーチフォーラム；2017 Mar 3；富山． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
− 177 −
10)  北村 寛．富山大学における mCRPC の治療戦略．CRPC Online；2017 Mar 13；東京． 
11)  北村 寛．CRPC 治療戦略において最適治療順序を考える．ジェブタナ WEB カンファレンス；2017 Mar 29；東京． 
12)  北村 寛．CRPC 治療における化学療法の役割?何をどのタイミングで使うか？．愛媛 CRPC 化学療法セミナ ；ー2017 
Apr 6；松山． 
13)  北村 寛．尿路上皮癌の治療開発－From bench to bed－．第 16 回 KAGAWA-KANSAI Urological Conference；2017 Apr 
8；大阪． 
14)  北村 寛．ロボット手術の最前線?泌尿器科領域を中心に?．黒部市民病院院内講演会；2017 Apr 27；黒部． 
15)  北村 寛．CRPC 治療における化学療法の役割?何をどのタイミングで使うのか?．第 8 回さくら泌尿器がん研究会；
2017 May 18；東京． 
16)  渡部明彦．「当院における結節性硬化症 診療連携について」．Renal tumor seminar in TOYAMA；2017 May 24；富山． 
17)  北村 寛．膀胱癌治療 Up to date．第 42 回うつくしま泌尿器科研究会；2017 May 25；福島． 
18)  北村 寛．膀胱癌の治療開発－from bench to bed－．大分泌尿器腫瘍セミナー；2017 May 27；大分． 
19)  北村 寛．HSPC 治療を最適化するためのポイント．前立腺癌薬物療法 WEB シンポジウム；2017 May 30；東京． 
20)  北村 寛．理論から考える CRPC 治療の組み立て方．Prostate Cancer Seminar in 長岡；2017 Jun 2；長岡． 
21)  北村 寛．転移性腎癌の治療戦略?いま改めて分子標的療法を考える?．弘前腎細胞癌学術講演会；2017 Jun 7；弘前． 
22)  北村 寛．CRPC 治療における化学療法の役割? 何をどのタイミングで使うのか?．第 9 回 HOPS；2017 Jun 10；神
戸． 
23)  北村 寛．LUTS & OAB? 薬剤師が見るべきポイント 当院における da Vinci 手術の現況．第 7 回富山県薬剤師フォ
ーラム；2017 Jun 15；富山． 
24)  北村 寛．転移性腎癌の治療戦略? いま改めて分子標的療法を考える?．群馬県腎細胞癌学術講演会；2017 Aug 3；
前橋． 
25)  北村 寛．進行前立腺癌の治療指針?国内外のガイドラインを紐解く．Scientific Exchange Meeting 2017；2017 Aug 11；
大阪． 
26)  北村 寛．理論から考える CRPC の至適逐次療法．CRPC Specialist Meeting；2017 Aug 19；東京． 
27)  北村 寛．CRPC 治療における化学療法の役割? 何をどのタイミングで使うのか?．佐賀 CRPC 化学療法セミナー；
2017 Aug 25；佐賀． 
28)  渡部明彦．「第 105 回日本泌尿器科学会総会」印象記．臨泌．2017；71(8)：638-9． 
29)  北村 寛．転移巣切除術の適応と限界．Oncology Internet Symposium RCC；2017 Oct 4；大阪． 
30)  北村 寛．腎細胞がん治療の最新知見?免疫チェックポイント阻害薬の役割?．空知腎臓免疫療法セミナー；2017 Oct 
12；滝川． 
31)  北村 寛．CRPC に対する治療戦略?骨転移例を中心に?．GU Cancer Forum in TOTTORI；2017 Oct 13；米子． 
32)  北村 寛．CRPC 治療における化学療法の役割? 何をどのタイミングで使うのか?．日立地区泌尿器科セミナ ；ー2017 
Nov 1；日立． 
33)  北村 寛．腹腔鏡下腎採取による生体腎移植について．市民公開講座「臓器移植について考えよう」；2017 Nov 12；
富山． 
34)  北村 寛．CRPC 治療の組み立て方? 理論から攻めの治療を考える?．第 24 回静岡前立腺疾患研究会；2017 Nov 29；
浜松． 
35)  北村 寛．転移性腎がん治療における免疫チェックポイント阻害薬の役割．I-O Expert Meeting for RCC；2017 Dec 15；
長崎． 
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